
 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ見逃しゼロスクール集会を行いました！ 
１０日（月）に、いじめ見逃しゼロスクール集会を行いました。 

いじめをなくす取組として、まず各学級で自分たちが大切にしなければならないことを話し合い、決め

ためあてを集会で学級ごとに発表しました。 

５・６年生は、一人一人がいじめについて意識をし、傍観者にならないことが大切だと考えました。いじ

めは、された側が嫌だと感じるものです。私たちの学校生活の中で相手が嫌な気持ちになることは、ふざ

けたり冗談を言ったりする中で起きていることが多いです。そこで、6 月のめあては「相手の気持ちを考え

る」にしました。とくに、6月は、相手が嫌な気持ちになるようなふざけや冗談をなくすことにしました。 

いじめをなくすためには、自分の気持ちを相手に伝えることも大切です。遊びなどに入るときに、思いが

伝わらない伝え方をしたり、お互いに思い違いをしたりしていると、嫌な気持ちになったりケンカになった

りします。そこで、適切な人間関係を築く取組として、「遊びの仲間に入れてもらうときに気を付けること」

をテーマに全校 SSEを行いました。以下のスキルをもとに練習しました。 

 

ごみ拾い＆坪田旅館見学 
14日(金)は、天候に恵まれ、予定通りの活動を行うことができました。 

朝、バスに乗って長浜東のバス停に着くと、長浜町内会長さんが待

っていてくださいました。たにはま海水浴場周辺の地図をいただき、長

浜の５・６年生の案内で、監視所のあるところまで行きました。空き家

が多いこと、ごみの拾い方、海水浴場のこと、陸橋にまつわること、義

の塩のことなどたくさん教えていただきました。 

ごみを拾う時間は短かったのですが、プラスチック容器や発泡スチ

ロールの破片などたくさん拾いました。拾ったごみは、大きな袋いっぱ

いになりました。 

ごみ拾いの後、陸橋を渡り、坪田旅館に行きました。そこでは、海の

生き物や日本海について資料をいただきました。また、坪田旅館のこと

や長浜付近に 60 件ほどあった宿泊施設が 9 件になってしまったこと

などを教えていただきました。坪田旅館の部屋や台所、お風呂などを見せていただきながら、旅館に必要な設備な

ども知ることができました。最後に、全員が貝殻をお土産にいただきました。 

帰り道は、トキめき鉄道に乗り、有間川駅から有間川の 5・6年生の案内で学校まで歩きました。 

 

上越市立谷浜小学校 ５・６年生 令和６年６月 

ＨＰで活動の様子を 
紹介しています。 

子ども達の振り返りから 

○一人でしょんぼりしてるより、自然に「入れて」「いいよ」と言って

仲良くしているほうが見ていると気持ちがよかった。 

○入れてほしい時は、素直に「入れて」と声をかけたほうがいいこと

が分かった。 

○(スキルの練習をして)丁寧な言い方で言われた側がすごく笑顔

になりました。 


